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序論 
私たちは⽇常の中で、⾃らの良⼼を試されるような場⾯に

遭遇することが多々ある。道に落ちている⼀万円札を⾒つけ
たとき、⼈は「警察に届けるべきだろうか、それとも⾃分の
ものにしてしまおうか」というように、「べき」をめぐる道徳
的葛藤に悩まされる。しかし、そもそも私たちはなぜ倫理や
道徳といったものを気にしなければならないのだろうか。本
論⽂では、時として私たちを苦しめる道徳的要求に対して、
それらの要求が正当性をもち、私たちを道徳的⾏為へと向か
わせるだけの意味のあるものであるということを証明する⼿
がかりを探る。こうした探求のために取り上げるのは、カン
ト倫理学の⽀持者であるクリスティーン・コースガードであ
る。彼⼥の著作である『義務とアイデンティティの倫理学』
において⽰されている「⼀⼈称的倫理学」の妥当性を、彼⼥
と対照的ともいえる「⾮⼈称的倫理学」の⽴場にあるトーマ
ス・ネーゲルとの⽐較検討も通じて検討することが、本論⽂
の⽬的である。 
第⼀章 規範性の問い 
第⼀節 古代から近代への移⾏と「価値」をめぐる⾰命 

コースガードが道徳の規範性について問うのは、古代から
近代にかけて、「世界」と「価値をめぐる認識」の間で⾰命が
起きたと考えるからである。近代以前の世界において、世界
とは価値そのものであり、⼈は⾃然と美徳の実現へと導かれ
るものであると考えられてきた。しかし、キリスト教時代に
堕落した⼈類という問題に⽬が向けられるようになり、⼈間
の中に世界は完全ではないのかもしれないという疑問が浮か
ぶようになった。コースガードはこうした認識の変化を、価
値をめぐる⾰命と呼び、⼈間は「世界の側にある価値にわれ
われが導かれる」という考えから「われわれが世界に価値を
与える」という近代的科学的世界観へと変化していったと述
べる。しかし、世界に価値を与えるのがわれわれであるとす
るならば、道徳の要求はどのように⽣じ、どのようにわれわ
れを規範づけるのだろうか。 
第⼆節 「規範性の問い」とその条件 

コースガードが「規範性の問い」と呼ぶものは、単純な道
徳的⾏いの説明を探す問いではなく、道徳のわれわれに対す
る要求が正当であることを⽰す根拠を探す問いである。彼⼥
は規範性の問いが満たすべき条件を三つ挙げる。第⼀に、⼀
⼈称的な問いに対する答えであること。第⼆に、問いに対す
る答えが透明性をもっていること。第三に、⾃分のアイデン
ティティに訴えるものであること。コースガードは、規範性
の問いに対する解答を近代の哲学者の思想から得ようとした。
彼⼥が近代の哲学者の⽴場として取り上げたものは、主意主
義、実在論、反省的認証、カント主義的⾃律に訴える⽴場の
四つである。 
㈠ 主意主義 
 近代的科学的世界観を採⽤し、世界⾃体には価値が無いと
考えた主意主義者は、われわれに道徳的価値を与えるものは、
神もしくは「逆らうことのできない⼒」をもつ主権者の命令
であると主張する。しかし、「逆らうことのできない⼒」とは
それ⾃体が規範的なものであり、われわれは「なぜ逆らうこ
とのできない⼒に従わなければならないのか」という問いを
⽴てることができてしまうため、主意主義の主張は規範性の
問いに対する答えとして充分であるとは⾔えない。 
⑵ 実在論 
 実在論は「それ⾃体で規範的なもの」の存在を認めること
で規範性の問いに答えることができると主張する。実在論の
主張は確かに規範性の問いが陥る無限後退に終⽌符を打つこ
とができるが、しかしコースガードが規範性の問いに対する
答えの条件として定めるものは、それが⼀⼈称な問いであり、
⾃分のアイデンティティに訴えるものであることである。実
在論の主張は強硬であるが、規範性の問いに対する答えとし
て充分であるとはいえない。 
⑶ 反省的認証 
 実在論を否定し、道徳の基礎を⼈間の本性に求める⽅法を
コースガードは反省的認証と呼ぶ。彼⼥は代表的な哲学者と
してヒュームを挙げ、その理論は「⾏為や物事の道徳的価値
とは⼈間の感情が投影されたものにすぎない」という感情論
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的な考え⽅を基礎としていると述べる。ヒュームは道徳的で
あること、すなわち美徳ある⼈間であろうとすることは⼈間
の⾃然な欲求であり、それに対して疑問をいだく必要などな
いと主張するが、コースガードは⼈間のもつ「反省する」と
いう性質に着⽬し、われわれの反省的本性は⾃⾝を単なる快
不快の感情以上の何かによって統制していると述べる。コー
スガードによればそれは⾃律であり、反省的認証の理論はカ
ントの道徳哲学へと帰結していく。 
第⼆章 ⾃律に基づく反省的認証 
第⼀節 カントの反省的認証 
 カントの考える反省的認証とは、欲求や衝動といった外部
からの命令を統制し、⾃由な意志のもとで⾏為する⼈間の道
徳的性質、すなわち「⾃律に基づく」反省的認証である。カ
ントはわれわれが欲求や衝動を統制するために⽤いるべき法
則は定⾔命法であると考え、完全に⾃由な意志によって選択
された⾏為こそ⾃律的⾏為であると主張する。コースガード
は、われわれの道徳的⾏為を規範づけるものがわれわれの⾃
律的意志であることには同意するが、それが定⾔命法によっ
て統制されるという点に対しては彼⼥独⾃の⾒解を⽰す。彼
⼥によれば、われわれを規範づけるものは⾃らのアイデンテ
ィティの理解、すなわち「実践的アイデンティティ」である。 
第⼆節 実践的アイデンティティ 
 コースガードは、⾏為選択が依拠するアイデンティティの
ことを「実践的アイデンティティ」と呼ぶ。実践的アイデン
ティティは⼈間の本性を表し、道徳の規範性はアイデンティ
ティの命じるものから⽣じる。われわれは「そんなことをし
たら⾃分⾃⾝を許せなくなる」と感じるとき、⾃分⾃⾝のア
イデンティティを失う危機に直⾯しているのであり、そのよ
うな瞬間に義務は無条件的で完全なものになる。そして、コ
ースガードによればわれわれの実践的アイデンティティを⽀
えるものはより根源的で普遍的な「⼈間としてのアイデンテ
ィティ」である。 
第三節 道徳法則と「⼈間としてのアイデンティティ」 
 われわれの特定の実践的アイデンティティの背後には⼈間
としてのアイデンティティが存在する。われわれは⾏為し⽣
きるための理由を必要とする⼈間であり、⼈間としての⾃分
に価値を⾒出すからこそ⾃⾝の実践的アイデンティティにも
同時に価値を⾒出すのである。このように、⼈間としてのア
イデンティティに価値を⾒出し、実践的アイデンティティを
規範的なものとして扱う⼈間の反省的本性は、⼈間が「道徳
的アイデンティティ」をもつことによって⽣じるとコースガ
ードは述べる。われわれの⾃⼰理解は⼈間性に対する尊重を
基盤としているのである。 
第三章 倫理と客観性 
第⼀節 コースガードの⼀⼈称的倫理学に対する批判 
 倫理は客観性と主張するネーゲルからは、コースガードの
実践的アイデンティティは⾃⼰理解であるといいながら、根

本的に⼈間本性に反するような⾃⼰理解は排除され、⼀般性
や規範性を必要とするという点に疑問を投げかける。実践的
アイデンティティは⾃⼰の表現であり、われわれの反省的本
性によって規定される。だとすれば、あらゆる⾃⼰の表現が
道徳の規範性となりうるべきである。ネーゲルは、⼀⼈称的
道徳観とは対照的ともいえる⾮⼈称的道徳観を唱えることに
よって道徳の規範性という問題を論じる。 
第⼆節 ネーゲルの⾮⼈称的道徳観 
 ネーゲルによれば、道徳とは⾃⾝を世界の⼀部として捉え
ることであり、「私は何をしようか」という問いではなく、「こ
の⼈物は何をすべきか」という問いから出発すること、すな
わち「私」を普遍化することである。彼は道徳の問題に対し
て、「⾃分が相⼿の⽴場だったらどう思うだろう」と考えるこ
とにより、思考する⾃⼰と⾏為する⾃⼰を統合し、⾮⼈称的
な観点を⼿に⼊れることができると主張する。 
第三節 倫理と客観性 

コースガードも、道徳において客観性は必要ないと考えて
いるわけではない。彼⼥は理由の本質的な客観性を主張し、
われわれは⾃分のアイデンティティを出発として⾏為するが、
⾏為する上で必要となる理由は、他者との共有が不可⽋であ
ると述べる。われわれは理由には理由で返さないといけない
ことを知っており、⼀⽅的に理由を押し付けることはできな
い。コースガードとネーゲルの間には、道徳の問題において
⾃⼰をどのように理解するかという点で明確な違いがある。
ネーゲルの⾮⼈称的道徳観は「⾃分は他⼈より重要ではない」
と認めることであり、倫理は⾃分の価値も他⼈の価値も同様
に世界の⼀部であると認めることから出発する。⼀⽅で、コ
ースガードにとって道徳とは、価値ある⼈間であるわれわれ
が、どのようにそれを理解し、⾏為として世界に影響を与え
ていくべきか、というほかでもない⾃分に向けられた問題な
のである。⾃分に価値を認められない者が他者に価値を認め
ることは難しいだろう。コースガードの⼀⼈称的倫理学は、
近代の世界に価値を与えるための⼀つの可能性なのである。 
結論  
 コースガードにおける⼀⼈称的倫理学の可能性とは、実践
的アイデンティティの理解から出発し、その背後にある⼈間
としてのアイデンティティという根本的な⼈間性の価値を⾒
出す近代的な道徳規範の基礎づけの⼀つのかたちである。コ
ースガードの⼀⼈称的倫理学は、われわれを規範づけるもの
はわれわれ⾃⾝であり、同時に⼈間としての存在そのものの
価値であるということを教えてくれるものである。 
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